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・Bok (Bag of keypoints) 法 






を k-means によってベクトル量子化を行う。続いて、k-means の
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図 1: 提案手法の概要図 
Figure 1: Flowchart of proposal 
 












Seam Carving [3] とは、周囲と混ざっていて目立たないピクセ
ルの集合となる seam の除去、またはその seam の隣への新たな
seam の追加を、目標となる解像度になるまで繰り返すことで、
画像内容を考慮したリサイズを行う技術である。この seamは、
サイズが n×m の画像 I の垂直 seam を xs とすると、(1)
式の様に定義される。 
 






















Bok 法における SIFT 特徴点のサンプリング方法には、オリジ
ナルの SIFT で使われている Difference of Gaussian を用いて特徴
点を検出する sparse sampling や、ランダムもしくは固定間隔の
画像の格子点上を特徴点とする dense sampling などが主に挙げ
られる。本研究では、画像の格子点上を特徴点とする dense 
sampling 法を用いる。このため、本研究では基本的に SIFTの特
徴量記述段階である SIFT Descriptor のみを利用する。 
 
・Seam Carving 







































101 種類、1 種類につき、学習画像として 20 枚ずつ、テスト画
像として20枚ずつ利用した。学習、識別方法はBok法[1]を用い、
k-means によるクラスタ数は 500 に設定した。 
 
 また、評価実験は以下の 4 種類行った。 
①Bok法単独によるもの。 
②画像に事前に Seam Carving 処理を施したもの[5]。 
③Seam Carving のエネルギー関数として Saliency Map を用い、
また、SIFT 特徴量の記述領域を顕著度の高い領域のみに限定
したもの。 




図 2、図 3 に示す。 
 
 
図 2: ①の手法で SIFT 特徴量を記述した画像例 




①                      ② 
図 3: ①、②の手法で SIFT 特徴量を記述した画像例 
Figure 2: A result of method ①,② applied to a image. 
・3.2 実験結果と考察 
実験結果を図 3 に示す。従来手法と比較して、どの提案手
法も良い識別結果を示した。また、Saliency Map と Seam Carving
の両方を用いた手法が、全体的に最も高い識別率を示した。
Saliency Mapと Seam Carvingを単体で用いた場合を比較すると、
分類対象カテゴリー数が少ない内は Seam Carving の方が良い識
別率を示し、101 種類のカテゴリー分類となると、ほぼ同様の識
































図 3: SVM による識別結果 
Figure 3: Recognition result by SVM. 
 
4 むすび 
本稿では、Seam Carving と Saliency Map を用いて物体認識に
不要であると思われる領域を除去することで Bok 法の特性改善
を試み、実験結果としてその有効性を示した。今後の課題とし
て、現在は Saliency Map、Seam Carving、Bok 法とそれぞれ独立
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